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シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
延
伸
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

二
〇
〇
七
年
六
月
十
三
日
付
北
海
道
新
聞
四
面
に
、
「
『
シ
ベ
リ
ア
鉄
道

稚
内
ま
で
延
伸
を
』

飯
島
氏
が
構
想
提

唱
」
と
の
見
出
し
で
、

「
飯
島
勲
・
前
首
席
首
相
秘
書
官
は
十
二
日
、
道
新
東
京
懇
話
会
で
の
講
演
で
、
日
ロ
関
係
の
発
展
に
向
け
、
シ
ベ
リ
ア

鉄
道
を
サ
ハ
リ
ン
経
由
で
稚
内
ま
で
つ
な
ぐ
構
想
を
提
唱
し
た
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
一
時
期
、
こ
の
構
想
を
非
公
式
に
検

討
し
て
い
た
と
の
ロ
シ
ア
側
の
情
報
も
明
ら
か
に
し
た
。

飯
島
氏
は
構
想
に
つ
い
て
『
そ
う
経
費
は
か
か
ら
な
い
。
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
も
太
平
洋
側
に
玄
関
口
が
一
つ
で
き
る
』
と

利
点
を
強
調
。
『
日
本
で
列
車
に
乗
っ
た
ら
、
（
海
底
ト
ン
ネ
ル
で
）
そ
の
ま
ま
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ロ
シ
ア
に
観
光
に
行
け

る
。
北
海
道
か
ら
み
た
ら
最
高
で
は
な
い
か
』
と
述
べ
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
構
想
を
め
ぐ
り
、
ロ
シ
ア
政
府
高
官
と
意
見
交
換
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
『
プ
ー
チ
ン
大
統
領
も
森

喜
朗
内
閣
、
小
泉
内
閣
の
ス
タ
ー
ト
時
代
に
非
公
式
に
考
え
て
い
た
』
と
の
高
官
の
発
言
を
披
露
し
た
。
」

と
の
記
事
（
以
下
、
「
北
海
道
新
聞
記
事
」
と
い
う
。
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
外
務
省
は
承
知
し
て
い
る
か
。

二

「
北
海
道
新
聞
記
事
」
に
あ
る
よ
う
に
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
サ
ハ
リ
ン
経
由
で
稚
内
ま
で
つ
な
ぐ
構
想
（
以
下
、
「
シ
ベ

一



リ
ア
鉄
道
延
伸
構
想
」
と
い
う
。
）
を
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
非
公
式
に
検
討
し
て
い
た
と
の
ロ
シ
ア
側
の
情
報
を
、
外
務
省

は
承
知
し
て
い
る
か
。

三

「
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
延
伸
構
想
」
に
対
す
る
外
務
省
の
評
価
如
何
。

四

「
北
海
道
新
聞
記
事
」
に
、
「
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
延
伸
構
想
」
に
つ
い
て
、
「
プ
ー
チ
ン
大
統
領
も
森
喜
朗
内
閣
、
小
泉
内

閣
の
ス
タ
ー
ト
時
代
に
非
公
式
に
考
え
て
い
た
」
と
の
ロ
シ
ア
政
府
高
官
の
発
言
を
飯
島
勲
・
前
首
席
首
相
秘
書
官
が
披
露

し
て
い
る
旨
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
右
発
言
は
事
実
か
。
事
実
な
ら
ば
、
「
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
延
伸
構
想
」
が
「
小
泉
内
閣
の

ス
タ
ー
ト
時
代
」
以
降
、
公
式
、
非
公
式
如
何
を
問
わ
ず
、
引
き
続
き
日
ロ
間
で
検
討
さ
れ
て
い
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

右
質
問
す
る
。

二


